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エラスムスとNovum Instrumentum
１６世紀最大の人文学者、デシデリウス・エラスムス
の名前は、西洋史の書物では必ず出てくるので、誰でも
知っているであろう。しかも、その名前は『痴愚神礼賛』
という書名と結びついて、ルネサンス、宗教改革期の風
刺文学として有名である。更に、英国の人文学者で政治
家としても著名なトマス・モアの友人であったこともよ
く知られていると思うが、ジョン・コレットなどという
名前は耳にしたこともないというのが大半の反応ではな
いだろうか。実は、この人がエラスムスの学問的人生に
大転換をもたらした張本人であったのだ。つまり、コレ
ットはそれまでの聖書の研究が、当時、カトリック教会
の欽定訳であったラテン語V u l g a t a訳聖書に依存している
現状に対して、原典による研究を提唱したのである。そ
れはエラスムスの第１回英国訪問の年、1499年であった。
エラスムスは、これ以後新約聖書の研究に没頭するよう
になり、特にそのためイタリアに渡ってギリシャ語の習
得に努め、短期間のうちにこれを完全にものにしてしま
ったのである。1504年ルーヴァン近郊のプレモントレ会、
ドゥ・パルク修道院でロレンツォ・ヴァラの｢新約聖書
注解｣手稿本を発見、1 5 0 5年に出版してから、独自の新
約聖書ギリシャ語原典校訂版とそのラテン語訳を志すよ
うになったのである。1 5 1 3年7月1 1日付のコレット宛書
簡を見ると、この時既に本文の校合を終えたことを知ら
せている。実に速い仕事である。1 5 1 6年、当時印刷と出版
の中心地であったバーゼルのフローベン書店から世界で
始めての新約聖書ギリシャ語印刷本を出版するに至るの
である。この初版本にエラスムスは、Nov u mI n s t r u men t u m
という名をつけている。1 5 2 7年、この版を振り返って、
その理由を次のように説明している。Instrumentum とは、
様々な側面から手が加えられ、承認され、確立した、書
かれた記録である。したがって、そこには当然のことと
して人間的な不注意、誤解による過ちが存在するのであ
る。聖書の権威（信仰の基準として）ということを考え
れば、人間的な過ちは人間的な理性の働きにおいて訂正
され、改訂されるべきであるというのがこの表題の意味
する所であるし、エラスムスはそのことを序文において
繰り返し述べたのである。
史上最初のギリシャ語原典印刷本
ところが、同じように聖書の権威を盾にとってエラス
ムスに対する批判が加えられることになるのである。つ
まり、聖書の本文は一点一画とも動かされたり、訂正さ
れたり、ましてや批判されたりすべきではないという立
場から、エラスムスの仕事はローマ・カトリック教会の
保守的な神学者達から猛烈な攻撃を受けることになるの
である。しかし、エラスムスは自分の校訂した原典や、
翻訳が全面的に正しいとは考えていなかったので、その
後も改訂を続けたし、そのための学問的、真摯な批判を
友人達に依頼していたし、事実それを喜んで受け入れて
いたのである。それに対して、教会は教皇庁の認可を得
ない聖書の研究を禁止している。このことは当時繰り返
し出された禁書目録とも関係がある。教会の権威によっ
て危険との判断が下されると、その権威のみに依りかか
ってなされる批判も生じるようになる。つまり、エラス
ムスの意図を知ろうともせず、直接自分で読みもしない
で、ただただ教会の権威に反する暴挙であるとの批判で
ある。
エラスムスは、よりよい校訂版を作成するために新し
く手に入れた写本、借りた写本その他により作業を続行
し、1 5 1 9年には第２版を出版するに至る。表題も初版の
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れ、更に用いられた教父の名前が若干増やされた他、そ
の最後に｢よく吟味されることもなしに、習慣的に判断
が下されたり、断罪されることがあってはならない｣と
の言葉を加えているのである。このことからも、上に述
べた状況を推し量ることが可能である。校訂作業はその
後も続けられ、1 5 2 2年に第３版、1 5 2 7年に第４版、そし
て死の前年、1535年には第５版が出版されたのである。
エラスムスに先立って、スペインの枢機卿ヒメネスが、
ギリシャ語原典を含む多言語聖書の校訂、出版を計画し
編集に着手していた。Compultensian Polygl o tt（ラテン語
でC o m p l u t um）として有名な聖書である。1 5 1 4年までに
はその一部が印刷に付されていたし、他のものも３年以
内に完成したのであるが、教皇庁の認可が得られず、公
に発行されたのは1 5 2 2年であった。こうしてエラスムス
の校訂版が、史上最初のギリシャ語原典印刷本となった
のである。
エラスムス聖書の影響
歴史的、文献学的研究が高度に発達した現代のレベル
から見れば、エラスムスの用いた原典写本が、それほど
旧いものではなく、原典としての価値もあまり高くない
ものであるといえるかもしれない。しかし、この『校訂
版新約聖書』が巻き起こした様々な波紋、その影響、特
に宗教改革への影響（教会や聖書の権威についての考え
方、聖書の理解の多様性等）を考えてみれば、その歴史
的重要性は決して軽いものではない。
また、本文の後につけられた A n n o t a t i o（あるいは
A d n o t a i o）｢注解｣について、自分ではあまり詳しい注解を
書くつもりはないと述べており、本文テキストの読み方
についての短いノート程度のものであったが、版を重ね
るにつれて大きなものになり、神学的に重要な論文ほど
のものも数多く書かれていくようになった。例えば、そ
の中には原罪理解や自由意志についての論議、あるいは
義認論のような宗教改革思想と深く関わった重要な問題
も含まれるのである。これも初版に対する反響がその原
因であることは明白な事実である。
今回、このような重要な初版本が我々の大学図書館に
購入されたことは、誠に喜ぶべきことである。是非、こ
の歴史的文書を目にして欲しいと願うものである。なお、
図書館には京都の臨川書店から1 9 8 9年に出版されたこの
本の復刻版も所蔵されていることを付記しておく。
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